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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベース基材上に、長方形からなる面状の導電層からその導電層の一端部を開口部として
スリット状または長方形状にくり抜かれて構成された複数のノッチアンテナが一方向に配
列して形成され、該複数のノッチアンテナのそれぞれが、当該ノッチアンテナの共振周波
数が該ノッチアンテナに付与された識別情報に対応づけられた周波数となる形状を有する
識別体であって、
　前記複数のノッチアンテナは、隣接するノッチアンテナ同士で指向性が悪化する方向の
向きが互いに異なる組み合わせを少なくとも１つ含んで配列されている識別体。
【請求項２】
　請求項１に記載の識別体において、
　前記複数のノッチアンテナは、前記指向性が悪化する方向の向きが、交互に反対方向を
向いている識別体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ベース基材上に形成された複数のアンテナを用いて識別される識別体に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
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　昨今、情報化社会の進展に伴って、商品等に貼付されるラベルやタグに情報を記録し、
このラベルやタグを用いて商品等の管理が行われている。このようなラベルやタグを用い
た情報管理においては、ラベルやタグに対して非接触状態にて情報の書き込みや読み出し
を行うことが可能なＩＣチップが搭載された非接触型ＩＣラベルや非接触型ＩＣタグ等の
ＲＦＩＤ技術を利用した識別体がその優れた利便性から急速な普及が進みつつある。
【０００３】
　このようなＲＦＩＤ技術を利用した識別体としては、上述したようにＩＣチップが搭載
されたものに限らず、共振周波数が互いに異なる複数のアンテナを有し、ＩＣチップを用
いずに複数のアンテナの組み合わせでＩＤを認識可能とするものも考えられている。この
ような識別体としては、複数のアンテナの大きさを異ならせることにより、共振周波数を
複数のアンテナ毎に異ならせ、そのアンテナの組み合わせでＩＤを表現可能とする技術が
、特許文献１に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特公平７－８０３８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上述したような識別体においては、複数のアンテナが近接して配列されてい
ると、隣接するアンテナ同士にて干渉が生じ、読み取られる周波数が、アンテナに設定さ
れた共振周波数から大きくずれてしまう虞れがある。
【０００６】
　そこで、複数のアンテナ間の間隔を広げれば、隣接するアンテナ同士の干渉が生じにく
くなるが、その場合、識別体の大きさが大きくなってしまい、また、識別体の大きさが決
められている場合は認識できるＩＤ数が少なくなってしまうという問題点がある。
【０００７】
　本発明は、上述したような従来の技術が有する問題点に鑑みてなされたものであって、
共振周波数が検出されることで識別情報が認識される複数のアンテナが一方向に配列して
なる構成において、省スペースで多くのＩＤを認識させることができる識別体を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために本発明は、
　ベース基材上に、長方形からなる面状の導電層からその導電層の一端部を開口部として
スリット状または長方形状にくり抜かれて構成された複数のノッチアンテナが一方向に配
列して形成され、該複数のノッチアンテナのそれぞれが、当該ノッチアンテナの共振周波
数が該ノッチアンテナに付与された識別情報に対応づけられた周波数となる形状を有する
識別体であって、
　前記複数のノッチアンテナは、隣接するノッチアンテナ同士で指向性が悪化する方向の
向きが互いに異なる組み合わせを少なくとも１つ含んで配列されている。
【０００９】
　上記のように構成された本発明においては、アンテナの指向性が悪化しない方向から共
振周波数を検出することで、そのアンテナに付与された識別情報を認識することができる
。その際、複数のアンテナが、隣接するアンテナ同士で指向性が悪化する方向の向きが互
いに異なる組み合わせを少なくとも１つ含んで配列されていることにより、その組み合わ
せを構成するアンテナにおいては、互いに近接して配列されていても互いの干渉が生じに
くくなり、共振周波数を検出することで識別情報を正確に認識することができる。そのた
め、その組み合わせを構成するアンテナを互いに近接して配列することで、省スペースを
実現することができる。
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【００１０】
　また、複数のノッチアンテナの指向性が悪化する方向の向きが、交互に反対方向を向い
ていれば、複数のノッチアンテナ全てについて近接して配列することができ、最小限のス
ペースで最大数の識別情報を認識させることができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、指向性が悪化する方向の向きが互いに異なる組み合わせを構成するア
ンテナにおいては、互いに近接して配列されていても互いの干渉が生じにくくなり、共振
周波数を検出することで識別情報を正確に認識することができるため、その組み合わせを
構成するアンテナを互いに近接して配列することにより、共振周波数が検出されることで
識別情報が認識される複数のアンテナが一方向に配列してなる構成において、省スペース
で多くのＩＤを認識させることができる。
【００１２】
　また、複数のアンテナの指向性が悪化する方向の向きが、交互に反対方向を向いている
ものにおいては、複数のアンテナ全てについて近接して配列することができ、最小限のス
ペースで最大数の識別情報を認識させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の識別体の実施の一形態を示す図であり、（ａ）は表面から見た図、（ｂ
）は（ａ）に示したＡ－Ａ’断面図、（ｃ）は（ａ）に示したフィギュアアンテナの詳細
な構成を示す図である。
【図２】図１に示したカード基材に形成されるフィギュアアンテナの周波数特性の一例を
示す図であり、（ａ）はフィギュアアンテナの周波数特性を示す図、（ｂ）はその結果を
まとめた図である。
【図３】図１に示したようなフィギュアアンテナが複数近接して配列された状態における
周波数特性の測定方法を示す図である。
【図４】図３に示した方法で測定されたフィギュアアンテナの周波数特性を示す図である
。
【図５】図１に示したものと同様に導電部と非導電部とからなる複数のフィギュアアンテ
ナが、隣接するフィギュアアンテナによる干渉を受けないための配列を示す図であり、（
ａ）は複数のフィギュアアンテナが、非導電部による開口部が同じ方向を向くように配列
された構成を示す図、（ｂ）は複数のフィギュアアンテナが、非導電部による開口部が交
互に反対方向を向くように配列された構成を示す図である。
【図６】図１に示したＩＤタグに付与されたＩＤを認識する識別システムの一例を示す図
である。
【図７】図６に示した識別システムにおいて、図１に示したＩＤタグに付与されたＩＤを
認識する方法を説明するための図である。
【図８】本発明の識別体の他の実施の形態を示す図である。
【図９】本発明の識別体を構成するフィギュアアンテナの他の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１５】
　図１は、本発明の識別体の実施の一形態を示す図であり、（ａ）は表面から見た図、（
ｂ）は（ａ）に示したＡ－Ａ’断面図、（ｃ）は（ａ）に示したフィギュアアンテナ２０
ａの詳細な構成を示す図である。
【００１６】
　本形態による識別体は図１に示すように、紙や樹脂等からなる長方形のベース基材１０
上に、８つのフィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈが形成されてなるＩＤタグ１である。
【００１７】
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　フィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈは、ベース基材１０の長手方向に配列して形成され
ている。フィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈのそれぞれは、いわゆるノッチアンテナと呼
ばれるアンテナであって、ベース基材１０上に積層された長方形からなる面状の導電層か
らその導電層の一端部を開口部としてスリット状または長方形状にくり抜かれて構成され
ている。例えば、フィギュアアンテナ２０ａは図１（ｃ）に示すように、長方形からなる
面状の導電層からくり抜かれた部分となる非導電部２２と、面状の導電層のうちくり抜か
れなかった部分からなる導電部２１とからなり、非導電部２２は、導電層の一端部が開口
部２３となっている。また、他のフィギュアアンテナ２０ｂ～２０ｈにおいても同様に、
長方形からなる面状の導電層からくり抜かれた部分となる非導電部と、面状の導電層のう
ちくり抜かれなかった部分からなる導電部とからなり、非導電部は、導電層の一端部が開
口部となっている。なお、フィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈの基となる面状の導電層の
外形は、フィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈ同士で同一の形状となっている。
【００１８】
　このように構成されたフィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈは、導電部及び非導電部によ
る形状、すなわちくり抜き形状が互いに同一ではない。これは、フィギュアアンテナ２０
ａ～２０ｈの共振周波数を、フィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈに付与された識別情報に
対応づけられたものとするためであり、詳細は後述する。また、フィギュアアンテナ２０
ａ～２０ｈは、開口部の向きが交互に反対方向を向いて配列されている。具体的には、フ
ィギュアアンテナ２０ａ，２０ｃ，２０ｅ，２０ｇの開口部が、図１（ａ）中下方向を向
いており、フィギュアアンテナ２０ｂ，２０ｄ，２０ｆ，２０ｈの開口部が、図１（ａ）
中上方向を向いている。
【００１９】
　以下に、上記のように構成されたフィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈの共振周波数につ
いて説明する。
【００２０】
　図１に示したＩＤタグ１に形成されるフィギュアアンテナについて共振周波数を測定し
た。なおその際、フィギュアアンテナが形成されたベース基材１０として、１．６ｍｍの
厚みを有するＦＲ４（Flame Retardant Type 4）を用いるとともに、フィギュアアンテナ
の基となる導電層の外形を６．５ｍｍ×８．５ｍｍとし、その導電層として１８μｍの厚
みの銅箔からなるものを用いた。また、フィギュアアンテナに対して電磁波の送受信をす
るためのアンテナとして、１２ｍｍ×１２ｍｍの形状を有し１８μｍの厚みの銅箔からな
る６．０ＧＨｚで共振するパッチアンテナを用いた。この条件の下で、フィギュアアンテ
ナの反射係数を測定した。
【００２１】
　図２は、図１に示したカード基材１０に形成されるフィギュアアンテナの周波数特性の
一例を示す図であり、（ａ）はフィギュアアンテナの周波数特性を示す図、（ｂ）はその
結果をまとめた図である。
【００２２】
　本実験においては、図２（ｂ）に示す２種類のフィギュアアンテナの共振周波数につい
て測定を行った。２種類のフィギュアアンテナのうちの一方をアンテナＡとし他方をアン
テナＢとすると、アンテナＡは、全体の幅Ｗ11が６．５ｍｍ、高さｈ11が８．５ｍｍで、
非導電部の幅Ｗ12が１．０ｍｍ、高さｈ12が５．０ｍｍであり、また、アンテナＢは、全
体の幅Ｗ21が６．５ｍｍ、高さｈ21が８．５ｍｍで、非導電部の幅Ｗ22が３．０ｍｍ、高
さｈ22が６．０ｍｍである。
【００２３】
　パッチアンテナにフィギュアアンテナが翳されていない状態においては、６．０ＧＨｚ
付近に１つだけ共振点（以下、第１共振点と称する）が検出された。
【００２４】
　一方、アンテナＡに対して、非導電部による開口部とは反対側からパッチアンテナを近
接させると、図２（ａ）の実線で示すように、５．９ＧＨｚ付近に第１共振点が検出され
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るとともに、７．３ＧＨｚ付近に２つ目の共振点（以下、第２共振点と称する）が検出さ
れた。また、アンテナＢに対して、非導電部による開口部とは反対側からパッチアンテナ
を近接させると、図２（ａ）の破線で示すように、６．１ＧＨｚ付近に第１共振点が検出
されるとともに、５．５ＧＨｚ付近に第２共振点が検出された。このように、非導電部に
よる開口部を有するアンテナにおいては、開口部とは反対側から共振周波数を検出するこ
とができる。これは、非導電部による開口部を有するアンテナにおいては、開口部側がそ
の指向性が悪化する方向となるためである。
【００２５】
　そして、これらをまとめると図２（ｂ）に示すように、フィギュアアンテナの共振周波
数は、導電層からくり抜かれた形状によって互いに異なるものとなる。
【００２６】
　そのため、フィギュアアンテナの形状を異ならせることで、フィギュアアンテナから検
出される共振周波数を用いてフィギュアアンテナに識別情報を付与することができる。例
えば、図２（ｂ）に示すように、アンテナＡ，Ｂにそれぞれ識別情報“１”，“２”を付
与した場合、アンテナＡの共振周波数と識別情報“１”とを対応づけるとともに、アンテ
ナＢの共振周波数と識別情報“２”とを対応づけておけば、アンテナＡ，Ｂの共振周波数
を検出することにより、アンテナＡ，Ｂにそれぞれ付与された識別情報“１”，“２”を
認識することができるようになる。
【００２７】
　このようにして、導電層からのくり抜き形状が互いに異なる１０種類のフィギュアアン
テナを用い、これら１０種類のフィギュアアンテナの共振周波数を、識別情報となる数字
“０”～“９”に対応づけておくことにより、フィギュアアンテナの共振周波数を検出す
ることでフィギュアアンテナに付与された数字“０”～“９”を認識することができる。
【００２８】
　そして、図１に示したフィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈのそれぞれについても、ＩＤ
タグ１に付与されたＩＤを構成する数字に対応づけられた共振周波数を有するフィギュア
アンテナ２０ａ～２０ｈをベース基材１０上に形成することにより、フィギュアアンテナ
２０ａ～２０ｈの共振周波数を検出することで、フィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈに付
与された数字が認識され、この数字の組み合わせによるＩＤを認識することができる。
【００２９】
　ここで、図１に示したＩＤタグ１において、フィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈが、開
口部の向きが交互に反対方向を向いて配列されている理由について説明する。
【００３０】
　図３は、図１に示したようなフィギュアアンテナが複数近接して配列された状態におけ
る周波数特性の測定方法を示す図である。図４は、図３に示した方法で測定されたフィギ
ュアアンテナの周波数特性を示す図である。
【００３１】
　図３に示すように、図１に示したものと同様に導電部と非導電部からなるフィギュアア
ンテナについて、非導電部の形状が同一の４つのフィギュアアンテナ１２０ａ～１２０ｄ
を近接して配列し、そのうちの１つのフィギュアアンテナの周波数特性を測定した。
【００３２】
　まず、図３（ａ）に示すように、４つのフィギュアアンテナ１２０ａ～１２０ｄを、非
導電部による開口部が同じ方向を向くように配列した状態で、２つのフィギュアアンテナ
１２０ａ，１２０ｃに挟まれたフィギュアアンテナ１２０ｂの周波数特性を開口部とは反
対側から測定した。すると、図４の破線で示すような周波数特性が得られた。
【００３３】
　次に、図３（ｂ）に示すように、４つのフィギュアアンテナ１２０ａ～１２０ｄを、非
導電部による開口部が同じ方向を向くように配列した状態で、一方の側のみにフィギュア
アンテナ１２０ｃが隣接するフィギュアアンテナ１２０ｄの周波数特性を開口部とは反対
側から測定した。フィギュアアンテナ１２０ｄは、フィギュアアンテナ１２０ｂと同一形
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状を有するものであるため、その周波数特性もフィギュアアンテナ１２０ｂと同一のもの
となるはずである。ところが、その周波数特性は図４の実線で示すようなものとなり、図
４の破線で示すフィギュアアンテナ１２０ｂの周波数特性とは異なるものとなってしまう
。
【００３４】
　これは、非導電部による開口部の向きが同一であることで隣接するフィギュアアンテナ
同士にて干渉が生じ、２つのフィギュアアンテナに挟まれた場合と一方の側のみにフィギ
ュアアンテナが隣接する場合とで周波数特性が異なってしまうためである。
【００３５】
　そこで、次に、図３（ｃ）に示すように、４つのフィギュアアンテナ１２０ａ～１２０
ｄを、非導電部による開口部が交互に反対方向を向くように配列した状態で、２つのフィ
ギュアアンテナ１２０ａ，１２０ｃに挟まれたフィギュアアンテナ１２０ｂの周波数特性
を開口部とは反対側から測定した。すると、図４の一点鎖線で示すような周波数特性が得
られた。
【００３６】
　次に、図３（ｄ）に示すように、４つのフィギュアアンテナ１２０ａ～１２０ｄを、非
導電部による開口部が交互に反対方向を向くように配列した状態で、一方の側のみにフィ
ギュアアンテナ１２０ｃが隣接するフィギュアアンテナ１２０ｄの周波数特性を開口部と
は反対側から測定した。すると、図４の二点鎖線で示すような周波数特性が得られ、２つ
のフィギュアアンテナ１２０ａ，１２０ｃに挟まれたフィギュアアンテナ１２０ｂの周波
数特性に対して共振周波数が概ね同一のものが得られた。
【００３７】
　このように、図１に示したものと同様に導電部と非導電部とからなる４つのフィギュア
アンテナ１２０ａ～１２０ｄを、非導電部による開口部が交互に反対方向を向くように配
列した状態においては、隣接するフィギュアアンテナ１２０ａ～１２０ｄ間で、指向性が
悪化する方向が反対方向を向くこととなり、それにより、隣接するフィギュアアンテナ同
士での干渉が生じることなく、フィギュアアンテナ１２０ａ～１２０ｄの共振周波数を正
確に検出することができた。
【００３８】
　ここで、導電部と非導電部とからなる４つのフィギュアアンテナ１２０ａ～１２０ｄを
、非導電部による開口部が同じ方向を向くように配列したものにおいても、フィギュアア
ンテナが２つのフィギュアアンテナに挟まれた場合と、一方の側のみにフィギュアアンテ
ナが隣接する場合とで、それぞれにおける共振周波数を識別情報に対応づけてデータベー
スとして登録しておけば、共振周波数を検出することで識別情報を認識することができる
が、１つの識別情報に対して複数の共振周波数を登録するための処理や、共振周波数を検
出する際に、そのフィギュアアンテナが２つのフィギュアアンテナに挟まれたものである
のか一方の側のみにフィギュアアンテナが隣接しているものであるのかを判定する処理が
必要となり、処理が煩雑になってしまうことになる。
【００３９】
　図５は、図１に示したものと同様に導電部と非導電部とからなる複数のフィギュアアン
テナが、隣接するフィギュアアンテナによる干渉を受けないための配列を示す図であり、
（ａ）は複数のフィギュアアンテナが、非導電部による開口部が同じ方向を向くように配
列された構成を示す図、（ｂ）は複数のフィギュアアンテナが、非導電部による開口部が
交互に反対方向を向くように配列された構成を示す図である。
【００４０】
　上述したように、図１に示したものと同様に導電部と非導電部とからなる複数のフィギ
ュアアンテナを、非導電部による開口部が同じ方向を向くように配列した状態においては
、隣接するフィギュアアンテナ同士での干渉が生じてしまうため、複数のフィギュアアン
テナを近接して配列することができない。そのため、例えば全体の幅が６．５ｍｍのフィ
ギュアアンテナを配列する場合は、フィギュアアンテナ間に７ｍｍ以上の間隔を設ける必
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要が生じ、それにより、図５（ａ）に示すように、フィギュアアンテナの配列方向にて必
要となる全体の長さが、フィギュアアンテナ単体の幅にフィギュアアンテナの数をかけた
ものの２倍以上となってしまうこととなる。それにより、複数のフィギュアアンテナが配
列されてなる識別体の大きさが大きくなってしまい、また、識別体の大きさが決められて
いる場合は認識できるＩＤ数が少なくなってしまう。
【００４１】
　一方、図１に示したものと同様に導電部と非導電部とからなる複数のフィギュアアンテ
ナを、非導電部による開口部が交互に反対方向を向くように配列した状態においては、上
述したように隣接するフィギュアアンテナ同士での干渉が生じることなく、フィギュアア
ンテナの共振周波数を正確に検出することができるため、図５（ｂ）に示すように、例え
ば８つのフィギュアアンテナ１２０ａ～１２０ｈを近接して配列することができる。
【００４２】
　以下に、図１に示したＩＤタグ１に付与されたＩＤの認識方法について説明する。
【００４３】
　図６は、図１に示したＩＤタグ１に付与されたＩＤを認識する識別システムの一例を示
す図である。
【００４４】
　本例における識別システムは図６に示すように、アンテナ４１ａ，４１ｂと、電磁波放
射部４２と、周波数検出部４３と、ＩＤデータベース４４と、個別ＩＤ認識部４５と、Ｉ
Ｄ認識部４６とを有している。
【００４５】
　電磁波放射部４２は、ＩＤタグ１のフィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈに対して、数字
“０”～“９”に対応づけられた共振周波数を含む周波数帯をスイープしながら当該周波
数帯の電磁波をアンテナ４１ａ，４１ｂを介して放射する。なお、電磁波放射部４２にお
いては、数字“０”～“９”に対応づけられた共振周波数を含む周波数帯をスイープする
のではなく、フィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈのそれぞれに対して、数字“０”～“９
”に対応づけられた共振周波数の電磁波を同時に放射する構成としてもよい。すなわち、
電磁波放射部４２は、フィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈのそれぞれに対して、数字“０
”～“９”に対応づけられた共振周波数を含む複数の周波数の電磁波をアンテナ４１ａ，
４１ｂを介して放射するものである。
【００４６】
　周波数検出部４３は、フィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈのそれぞれに対して電磁波放
射部４２から放射された電磁波に対する反射波を、フィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈに
アンテナ４１ａ，４１ｂを介して検知し、この反射波の共振周波数を検出することにより
、フィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈの共振周波数を検出する。
【００４７】
　ＩＤデータベース４４は、数字“０”～“９”毎に互いに異なるように設定されたフィ
ギュアアンテナ２０ａ～２０ｈの共振周波数と、それに対応する数字“０”～“９”とが
対応づけて登録されている。また、フィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈが存在しない場合
の共振周波数が登録されている。
【００４８】
　個別ＩＤ認識部４５は、周波数検出部４３にて検出された共振周波数にＩＤデータベー
ス４４にて対応づけられた数字を認識する。すなわち、個別ＩＤ認識部４５は、周波数検
出部４３にて検出された共振周波数を用いて、フィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈに付与
された数字をフィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈ毎に認識する。
【００４９】
　ＩＤ認識部４６は、個別ＩＤ認識部４５にて認識された数字を、その数字に対応する共
振周波数が周波数検出部４３にて検出された順番に並べることで、ＩＤタグ１に付与され
たＩＤを認識する。
【００５０】
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　以下に、上記のように構成された識別システムにおいて、図１に示したＩＤタグ１に付
与されたＩＤを認識する方法について説明する。
【００５１】
　図７は、図６に示した識別システムにおいて、図１に示したＩＤタグ１に付与されたＩ
Ｄを認識する方法を説明するための図であり、アンテナ４１ａ，４１ｂを介した電磁波の
放射及びフィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈからの反射波のアンテナ４１ａ，４１ｂを介
した検知の状態を示す図である。
【００５２】
　フィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈは、上述したように、非導電部による開口部とは反
対側から共振周波数を検出することができるため、図６に示した識別システムにおいては
、図１に示したＩＤタグ１に対して、フィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈと正対する方向
に対して垂直な方向から電磁波を照射してその反射波を検知することによって、フィギュ
アアンテナ２０ａ～２０ｈの共振周波数を検出する場合、図７に示すように、ＩＤタグ１
に対して、図１（ａ）中上方向にアンテナ４１ａを配置するとともに、図１（ａ）中下方
向にアンテナ４１ｂを配置する。
【００５３】
　まず、図７（ａ）に示すように、アンテナ４１ａをフィギュアアンテナ２０ａの開口部
とは反対側に対向させるとともに、アンテナ４１ｂをフィギュアアンテナ２０ｂの開口部
とは反対側に対向させる。フィギュアアンテナ２０ａとフィギュアアンテナ２０ｂとは、
開口部の向きが反対方向を向いているため、アンテナ４１ａ，４１ｂは、フィギュアアン
テナ２０ａ～２０ｈの配列を挟んで対向し、かつ、フィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈの
１つ分ずれて配置される。
【００５４】
　すると、図７（ａ）に示すように、電磁波放射部４２から放射された電磁波が、アンテ
ナ４１ａを介してフィギュアアンテナ２０ａに放射されるとともに、アンテナ４１ｂを介
してフィギュアアンテナ２０ｂに放射される。電磁波放射部４２から放射された電磁波が
アンテナ４１ａ，４１ｂを介してフィギュアアンテナ２０ａ，２０ｂにそれぞれ放射され
ると、フィギュアアンテナから２０ａ，２０ｂの反射波がアンテナ４１ａ，４１ｂを介し
てそれぞれ検知される。この際、電磁波放射部４２からは、アンテナ４１ａ，４１ｂがフ
ィギュアアンテナ２０ａ，２０ｂに対向した状態で、ＩＤデータベース４４にて数字“０
”～“９”に対応づけられた共振周波数を含む周波数帯をスイープするように電磁波が放
射されており、それにより、フィギュアアンテナ２０ａ，２０ｂからの反射波によって、
フィギュアアンテナ２０ａ，２０ｂの共振周波数が周波数検出部４３にて検出される。こ
こで、フィギュアアンテナ２０ａにおいては、フィギュアアンテナ２０ｂが隣接している
ものの、フィギュアアンテナ２０ｂに対して非導電部による開口部が反対方向を向いてい
るため、上述したようにフィギュアアンテナ２０ｂによる干渉が生じず、フィギュアアン
テナ２０ａの形状による共振周波数が正確に検出されることになる。また、フィギュアア
ンテナ２０ｂにおいては、フィギュアアンテナ２０ａとフィギュアアンテナ２０ｃとに挟
まれているものの、フィギュアアンテナ２０ａ，２０ｃに対して非導電部による開口部が
反対方向を向いているため、上述したようにフィギュアアンテナ２０ａ，２０ｃによる干
渉が生じず、フィギュアアンテナ２０ｂの形状による共振周波数が正確に検出されること
になる。
【００５５】
　そして、個別ＩＤ認識部４５において、ＩＤデータベース４４が参照され、周波数検出
部４３にて検出された共振周波数に対応づけられた数字が、フィギュアアンテナ２０ａ，
２０ｂに付与された数字として認識される。
【００５６】
　次に、図７（ｂ）に示すように、アンテナ４１ａをフィギュアアンテナ２０ｃの開口部
とは反対側に対向させるとともに、アンテナ４１ｂをフィギュアアンテナ２０ｄの開口部
とは反対側に対向させる。



(9) JP 6480246 B2 2019.3.6

10

20

30

40

50

【００５７】
　すると、図７（ｂ）に示すように、電磁波放射部４２から放射された電磁波が、アンテ
ナ４１ａを介してフィギュアアンテナ２０ｃに放射されるとともに、アンテナ４１ｂを介
してフィギュアアンテナ２０ｄに放射される。電磁波放射部４２から放射された電磁波が
アンテナ４１ａ，４１ｂを介してフィギュアアンテナ２０ｃ，２０ｄにそれぞれ放射され
ると、フィギュアアンテナから２０ｃ，２０ｄの反射波がアンテナ４１ａ，４１ｂを介し
てそれぞれ検知される。ここで、フィギュアアンテナ２０ｃにおいては、フィギュアアン
テナ２０ｂとフィギュアアンテナ２０ｄとに挟まれているものの、フィギュアアンテナ２
０ｂ，２０ｄに対して非導電部による開口部が反対方向を向いているため、上述したよう
にフィギュアアンテナ２０ｂ，２０ｄによる干渉が生じず、フィギュアアンテナ２０ｃの
形状による共振周波数が正確に検出されることになる。また、フィギュアアンテナ２０ｄ
においては、フィギュアアンテナ２０ｃとフィギュアアンテナ２０ｅとに挟まれているも
のの、フィギュアアンテナ２０ｃ，２０ｅに対して非導電部による開口部が反対方向を向
いているため、上述したようにフィギュアアンテナ２０ｃ，２０ｅによる干渉が生じず、
フィギュアアンテナ２０ｄの形状による共振周波数が正確に検出されることになる。
【００５８】
　そして、個別ＩＤ認識部４５において、ＩＤデータベース４４が参照され、周波数検出
部４３にて検出された共振周波数に対応づけられた数字が、フィギュアアンテナ２０ｃ，
２０ｄに付与された数字として認識される。
【００５９】
　次に、図７（ｃ）に示すように、アンテナ４１ａをフィギュアアンテナ２０ｅの開口部
とは反対側に対向させるとともに、アンテナ４１ｂをフィギュアアンテナ２０ｆの開口部
とは反対側に対向させる。
【００６０】
　すると、図７（ｃ）に示すように、電磁波放射部４２から放射された電磁波が、アンテ
ナ４１ａを介してフィギュアアンテナ２０ｅに放射されるとともに、アンテナ４１ｂを介
してフィギュアアンテナ２０ｆに放射される。電磁波放射部４２から放射された電磁波が
アンテナ４１ａ，４１ｂを介してフィギュアアンテナ２０ｅ，２０ｆにそれぞれ放射され
ると、フィギュアアンテナから２０ｅ，２０ｆの反射波がアンテナ４１ａ，４１ｂを介し
てそれぞれ検知される。ここで、フィギュアアンテナ２０ｅにおいては、フィギュアアン
テナ２０ｄとフィギュアアンテナ２０ｆとに挟まれているものの、フィギュアアンテナ２
０ｄ，２０ｆに対して非導電部による開口部が反対方向を向いているため、上述したよう
にフィギュアアンテナ２０ｄ，２０ｆによる干渉が生じず、フィギュアアンテナ２０ｅの
形状による共振周波数が正確に検出されることになる。また、フィギュアアンテナ２０ｆ
においては、フィギュアアンテナ２０ｅとフィギュアアンテナ２０ｇとに挟まれているも
のの、フィギュアアンテナ２０ｅ，２０ｇに対して非導電部による開口部が反対方向を向
いているため、上述したようにフィギュアアンテナ２０ｅ，２０ｇによる干渉が生じず、
フィギュアアンテナ２０ｆの形状による共振周波数が正確に検出されることになる。
【００６１】
　そして、個別ＩＤ認識部４５において、ＩＤデータベース４４が参照され、周波数検出
部４３にて検出された共振周波数に対応づけられた数字が、フィギュアアンテナ２０ｅ，
２０ｆに付与された数字として認識される。
【００６２】
　次に、図７（ｄ）に示すように、アンテナ４１ａをフィギュアアンテナ２０ｇの開口部
とは反対側に対向させるとともに、アンテナ４１ｂをフィギュアアンテナ２０ｈの開口部
とは反対側に対向させる。
【００６３】
　すると、図７（ｄ）に示すように、電磁波放射部４２から放射された電磁波が、アンテ
ナ４１ａを介してフィギュアアンテナ２０ｇに放射されるとともに、アンテナ４１ｂを介
してフィギュアアンテナ２０ｈに放射される。電磁波放射部４２から放射された電磁波が
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アンテナ４１ａ，４１ｂを介してフィギュアアンテナ２０ｇ，２０ｈにそれぞれ放射され
ると、フィギュアアンテナから２０ｇ，２０ｈの反射波がアンテナ４１ａ，４１ｂを介し
てそれぞれ検知される。ここで、フィギュアアンテナ２０ｇにおいては、フィギュアアン
テナ２０ｆとフィギュアアンテナ２０ｈとに挟まれているものの、フィギュアアンテナ２
０ｆ，２０ｈに対して非導電部による開口部が反対方向を向いているため、上述したよう
にフィギュアアンテナ２０ｆ，２０ｈによる干渉が生じず、フィギュアアンテナ２０ｇの
形状による共振周波数が正確に検出されることになる。また、フィギュアアンテナ２０ｈ
においては、フィギュアアンテナ２０ｇが隣接しているものの、フィギュアアンテナ２０
ｇに対して非導電部による開口部が反対方向を向いているため、上述したようにフィギュ
アアンテナ２０ｇによる干渉が生じず、フィギュアアンテナ２０ｈの形状による共振周波
数が正確に検出されることになる。
【００６４】
　そして、個別ＩＤ認識部４５において、ＩＤデータベース４４が参照され、周波数検出
部４３にて検出された共振周波数に対応づけられた数字が、フィギュアアンテナ２０ｇ，
２０ｈに付与された数字として認識される。
【００６５】
　このようにしてフィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈに付与された数字がそれぞれ個別Ｉ
Ｄ認識部４５にて認識されると、ＩＤ認識部４６において、個別ＩＤ認識部４５にて認識
された数字が、その数字に対応する共振周波数が周波数検出部４３にて検出された順番に
並べられる。本形態においては、周波数検出部４３において、まず、フィギュアアンテナ
２０ａ，２０ｂの共振周波数が検出され、次に、フィギュアアンテナ２０ｃ，２０ｄの共
振周波数が検出され、次に、フィギュアアンテナ２０ｅ，２０ｆの共振周波数が検出され
、次に、フィギュアアンテナ２０ｇ，２０ｈの共振周波数が検出されている。そのため、
フィギュアアンテナ２０ａ，２０ｂに付与された数字、フィギュアアンテナ２０ｃ，２０
ｄに付与された数字、フィギュアアンテナ２０ｅ，２０ｆに付与された数字、フィギュア
アンテナ２０ｇ，２０ｈに付与された数字がこの順番で並べられ、さらに、周波数検出部
４３にて検出された共振周波数が、アンテナ４１ａ，４１ｂのいずれを介して検知された
反射波によるものであるかが認識されており、アンテナ４１ａ，４１ｂの配置に従って、
フィギュアアンテナ２０ａ，２０ｂに付与された数字については、フィギュアアンテナ２
０ａに付与された数字が先頭側となるように、また、フィギュアアンテナ２０ｃ，２０ｄ
に付与された数字については、フィギュアアンテナ２０ｃに付与された数字が先頭側とな
るように、また、フィギュアアンテナ２０ｅ，２０ｆに付与された数字については、フィ
ギュアアンテナ２０ｅに付与された数字が先頭側となるように、また、フィギュアアンテ
ナ２０ｇ，２０ｈに付与された数字については、フィギュアアンテナ２０ｇに付与された
数字が先頭側となるように並べられ、それにより、フィギュアアンテナ２０ａ～２０ｈに
付与された数字がこの順で組み合わされてなる８桁の数字が、ＩＤタグ１に付与されたＩ
Ｄとして認識されることになる。
【００６６】
　このように本形態においては、ベース基材１０の長手方向に配列して形成されたフィギ
ュアアンテナ２０ａ～２０ｈのそれぞれが、ベース基材１０上に積層された長方形からな
る面状の導電層からその導電層の一端部を開口部としてくり抜かれて構成されており、そ
の開口部の向きが交互に反対方向を向いて配列されているので、フィギュアアンテナ２０
ａ～２０ｈの開口部とは反対側から共振周波数を検出する場合に、隣接するフィギュアア
ンテナによる干渉が生じにくくなる。それにより、識別情報が付与された複数のフィギュ
アアンテナ２０ａ～２０ｈが近接して配列されている場合においても、フィギュアアンテ
ナ２０ａ～２０ｈの共振周波数を検出することでその共振周波数に対応づけられた識別情
報を認識することができる。
【００６７】
　（他の実施の形態）
　図８は、本発明の識別体の他の実施の形態を示す図である。
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【００６８】
　本形態は図８に示すように、図１に示したＩＤタグ１に対して、フィギュアアンテナ２
２０ａ～２２０ｈの向き及び配列が異なるＩＤタグ２０１である。
【００６９】
　本形態におけるフィギュアアンテナ２２０ａ～２２０ｈは、フィギュアアンテナ２２０
ａ～２２０ｃによってアンテナ群２２５ａが構成され、フィギュアアンテナ２２０ｄ～２
２０ｆによってアンテナ群２２５ｂが構成され、フィギュアアンテナ２２０ｇ～２２０ｉ
によってアンテナ群２２５ｃが構成されている。フィギュアアンテナ２２０ａ～２２０ｉ
は、アンテナ群２２５ａ～２２５ｃ毎に、開口部の向きが同一となっており、隣接するア
ンテナ群同士では、開口部の向きが反対方向に向いている。すなわち、フィギュアアンテ
ナ２２０ｃとフィギュアアンテナ２２０ｄ、フィギュアアンテナ２２０ｆとフィギュアア
ンテナ２２０ｇとが、それぞれ開口部の向きが互いに異なる組み合わせとなっている。そ
のため、フィギュアアンテナ２２０ａ～２２０ｉ同士の間隔が、アンテナ群２２５ａ～２
２５ｃのそれぞれにおいては、互いに干渉しないように図１に示したものと比べて広くな
っており、また、アンテナ群２２５ａ～２２５ｃの境界となる、フィギュアアンテナ２２
０ｃとフィギュアアンテナ２２０ｄ、フィギュアアンテナ２２０ｆとフィギュアアンテナ
２２０ｇとの間隔は、それぞれ図１に示したものと同様のものとなっている。
【００７０】
　上記のように構成されたＩＤタグ２０１においても、アンテナ群２２５ａ～２２５ｃの
それぞれにおいては、フィギュアアンテナ２２０ａ～２２０ｉの間隔を互いに干渉しない
ように広くする必要があるが、アンテナ群２２５ａ～２２５ｃの境界部分においては、フ
ィギュアアンテナ２２０ｃ，２２０ｄ，２２０ｆ，２２０ｇが近接して配列されていても
、フィギュアアンテナ２２０ｃ，２２０ｄ，２２０ｆ，２２０ｇの共振周波数を検出する
ことでその共振周波数に対応づけられた識別情報を認識することができる。
【００７１】
　すなわち、本発明においては、ベース基材上に積層された面状の導電層からその導電層
の一端部を開口部としてくり抜かれて構成された複数のフィギュアアンテナが、隣接する
フィギュアアンテナ同士で開口部の向きが互いに異なる組み合わせを少なくとも１つ含ん
で配列されていることにより、その組み合わせを構成するフィギュアアンテナにおいては
、互いに近接して配列されていても互いの干渉が生じにくくなり、共振周波数を検出する
ことで識別情報を正確に認識することができる。そのため、その組み合わせを構成するフ
ィギュアアンテナを互いに近接して配列することにより、共振周波数が検出されることで
識別情報が認識される複数のフィギュアアンテナが一方向に配列してなる構成において、
省スペースで多くのＩＤを認識させることができる。ただし、図１に示したＩＤタグ１の
ように、複数のアンテナの開口部の向きが、交互に反対方向を向いていれば、複数のフィ
ギュアアンテナ全てを近接して配列することができ、最小限のスペースで最大数の識別情
報を認識させることができる。
【００７２】
　また、開口部の向きを異ならせる場合に、上述したように１８０°異ならせるのではな
く、９０°異ならせることによっても、上記同様の効果を得ることができる。
【００７３】
　図９は、本発明の識別体を構成するフィギュアアンテナの他の例を示す図である。
【００７４】
　上述した実施の形態におけるフィギュアアンテナは、ベース基材上に積層された長方形
からなる面状の導電層からその導電層の一端部を開口部としてスリット状または長方形状
にくり抜かれて構成されているが、くり抜かれる形状は、スリット状や長方形状には限ら
ない。
【００７５】
　図９（ａ）に示すように、長方形からなる面状の導電層からその導電層の一端部を開口
部３２３ａとしてＬ字状にくり抜かれ、くり抜かれた部分が非導電部３２２ａとなり、面
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２０ａであってもよい。
【００７６】
　また、図９（ｂ）に示すように、長方形からなる面状の導電層からその導電層の一端部
を開口部３２３ｂとして傾斜を有してその幅が狭まっていくようにくり抜かれ、くり抜か
れた部分が非導電部３２２ｂとなり、面状の導電層のうちくり抜かれなかった部分が導電
部３２１ｂとなる、いわゆるテーパースロットアンテナと呼ばれるアンテナに類似したフ
ィギュアアンテナ３２０ｂであってもよい。
【００７７】
　また、図９（ｃ）に示すように、長方形からなる面状の導電層からその導電層の一端部
を開口部３２３ｃとして数字の形状にくり抜かれ、くり抜かれた部分が非導電部３２２ｃ
となり、面状の導電層のうちくり抜かれなかった部分が導電部３２１ｃとなるフィギュア
アンテナ３２０ｃであってもよい。この場合、フィギュアアンテナ３２０ｃに付与された
識別情報と非導電部３２２ｃの形状とを同一のものとしておけば、フィギュアアンテナ３
２０ｃに付与された識別情報を視覚によっても認識することができる。
【００７８】
　なお、上述した実施の形態においては、フィギュアアンテナの非導電部による開口部の
向きを異ならせることで、隣接するフィギュアアンテナ間にて干渉を生じさせないものを
例に挙げて説明したが、指向性が悪化する方向の向きをフィギュアアンテナ間で異ならせ
る構成を有するものであれば、開口部の向きによるものに限らない。
【００７９】
　また、上述した実施の形態においては、フィギュアアンテナに付与された識別情報とし
て数字を例に挙げて説明したが、識別情報は、アルファベット等、数字でなくてもよいこ
とは言うまでもない。
【符号の説明】
【００８０】
　１，２０１　　ＩＤタグ
　１０，２１０　　ベース基材
　２０ａ～２０ｈ，１２０ａ～１２０ｄ，２２０ａ～２２０ｉ，３２０ａ～３２０ｃ　　
フィギュアアンテナ
　２１，３２１ａ～３２１ｃ　　導電部
　２２，３２２ａ～３２２ｃ　　非導電部
　２３，３２３ａ～３２３ｃ　　開口部
　４１ａ，４１ｂ　　アンテナ
　４２　　電波放射部
　４３　　周波数検出部
　４４　　ＩＤデータベース
　４５　　個別ＩＤ認識部
　４６　　ＩＤ認識部
　２２５ａ～２２５ｃ　　アンテナ群
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